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A study on the effects of Validation in elderly people
with dementia using group validation
Masaaki Ietaka, Tomoko Mitamura and Naoko Tsumura
要旨：本研究は、特別養護老人ホーム及び認知症対応型共同生活介護（グループホーム）を利用する
認知症高齢者 30名を対象とし、彼らをバリデーション介入群、RO 介入群、統制群の 3つに分けた
上で、バリデーションにおける効果の検証を行った。その結果、バリデーションは認知症高齢者の否
定的感情を抑制し、肯定的感情を高める可能性をもつことを示すことができた。
Abstract : The purpose of this study was to verify the effects of Validation in elderly people with dementia.
This study examined three groups of elderly people with dementia : validation intervention group, RO inter-
vention group, and control group. The results show that validation has the potential to suppress negative
emotions and enhance positive emotions in older adults with dementia.
Key words：バリデーション Validation 認知症高齢者 Elderly people with dementia 効果検証 Verification of effec-
tiveness
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Lawton が有名である。Lawton は、QOL の構成要素に
ついて①行動能力、②客観的環境、③知覚された QOL、
④心理的 Well-being の 4領域をあげている5）。ここで示
される行動能力とは、行動で示される活動能力を指し、







































mentia Quality of Life Instrument（DQoL）を開発してい
る9）。またこの尺度については、鈴木らによって日本語











ric Center Affect Rating Scale（ARS）を開発してい
る11）。この ARS は楽しみ、関心、満足といった肯定的
感情と、怒り、不安・恐れ、抑うつ・悲哀という否定的







































式で行い、週に 1回のペースで 3か月間行い、計 10回





















お、クラスルーム RO については、週 1回のクラスル
ーム RO によって一定の効果を示すことが報告されて
おり16）、ワーカーの人数についても 7～8名程度であれ




















































CDR は、健康（CDR : 0）、認知症の疑い（CDR : 0.5）、軽度
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介入群 RO 介入群 統制群
肯定的感情得点
（介入前） 11.00±3.63 12.88±3.94 11.44±2.96
否定的感情得点
（介入前） 8.08±2.72 8.00±2.07 10.00±3.43




介入群 RO 介入群 統制群
肯定的感情得点
（介入前） 11.00±3.63 12.88±3.94 11.44±2.96
肯定的感情得点
（介入後） 13.92±2.69 11.50±3.02 11.56±2.56




介入群 RO 介入群 統制群
否定的感情得点
（介入前） 8.08±2.72 8.00±2.07 10.00±3.43
否定的感情得点
（介入後） 5.31±1.70 6.38±0.52 9.11±4.17
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